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2012 年度活動テーマ

発酵食品で放射能に打ち克つ健康づくり。

人々の協同で被災地復興と大地再生。

 
発酵と復興 ２年目

発行 /専務理事 丸山
tel 050-5511-3926

二度と子どもたちを被ばくさせてはならない

二度と大地と海の汚染を許さない

５/ ２７ ( 日）

東海第２原発 運転差止訴訟
提訴前 「決起集会」 を開催

国と日本原電を相手に、「設置許可無効確認」と「運転差止請求」の訴訟をおこないます。この間、地元茨城

県を中心に原告・賛同を募ってきましたが、この集会を皮切りに東京をはじめ関東一円に原告・賛同を拡大し

てゆきます。これまでに原告２０９名。そのうち88 名が女性たち。弁護団は全国から66 名の弁護士が参加。

生協からは組合員・生産者・関係者 57 名が原告に参加しています。 でも、まだ賛同者が全体でも 228 名。

ぜひ賛同者になって訴訟を支えて下さい！  二度と被ばくや汚染のない安心して暮らせる社会の実現に向けて！

【ものづくり 人づくり 地域づくり】

「市民と科学者の内部被曝問題
研究会」 を立ち上げ原告に参加
する土浦の生井兵治先生

檀上に立ち 「原発よりいのちが大事」

と訴える原告の女性たち

「水俣が原点」
と八郷の有機農家
原告の魚住さん

　　　
（原告団事務局宛） 東海第２原発運転差止訴訟団「賛同」会員になり応援します

（所属団体）常総生協　　（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　

（住所）〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tel）　　　　　　

（mail）　　　　　　　　　　　　　　　　　（会費）　　口　　　　円

（この申込書と年会費を封筒に入れてお申し込み下さい。 追って原告団事務局より領収書、 ならびに資料をお送りします。）

○東海第２原発運転差止訴訟　「賛同」 会員 （年会費　１口 ３, ０００円） を募ります！　

（「原告」参加の締め切りは６月末までです）
※原告に参加可能の方は生協までご連絡下さい
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小張佐恵子さん
脱原発ネットワーク茨城
代表世話人

　土浦に在住しております小張佐恵子と申します。 よろ

しくお願いします。 ３２年ほど前に結婚して東京から土

浦の人間になりましたが、茨城という土地のすばらしさ、

ここで子どもを育てられたということが幸せだなぁと思っ

て生きてきて、 ここでばあさんになりたいなぁと思って

いたところに原発事故が起きて、 果たして子どもが結

婚して孫を生めるだろうか ・ ・ ・ ・ と。

　3.11 があってすごく恐怖を感じてそれ以来署名活動

をしたり学習会をしたり、 仲間といっしょにやってきて、

去年の７月に 「脱原発ネットワーク茨城」 を立ち上げま

して世話人を引き受けて今日までやってまいりました。

　今、 ひとつ考えているのは、 男社会がつくった典型

的なシステムだなぁと思っておりまして、 これを止める

のは女しかない、 というふうに思っております。

　今日の弁護団の中にも女性がいてくださって心強い

んですけれども、 もっともっといのちを大切にする社会

をつくるために女が頑張っていかないとだめなんじゃな

いかなと、 6 月 11 日につくばで女性たちの交流会を

予定しております。

　先ほど弁護士の先生が 「訴訟は有効な手段」 とおっ

しゃていましたが、 絶対に止めなければ日本の未来は

ないわけですので、「有効」 とかという話しではなく、「絶

対に」 止めましょう。 それ以外にはないのです。

　この間、知事さんとの会談に参加させて頂きましたが、

この期に及んで 「安全な原発は動かさなければ」 など

と知事さんがおっしゃった時、私は「安全な原発っていっ

たいどこにあるんですか？」 と思わず大きな声を出し

てしまいました。

　もともと私は勉強したのが彫刻なんですが、 彫刻って

石とか木とか金属とか、 すべての素材についての勉強

するんです。 学生時代に溶接もしましたし、 旋盤もしま

した。 溶接ってすごく難しいんです。 金属と金属を溶

かしてくっつけていくので、 うまくやったつもりでもバラッ

とはずれたりして、 それがどれほど難しいかよくわかっ

ているんです。 原発ってその配管だらけ、 溶接だらけ

なわけですよ。

　作っているときはともかくも、 故障があった時、 それを

直すことが、 高い線量の中で長い時間などできないと

聞きますと、 もうこんなに危ないものはないと、 実感と

してわかるんです。

　たぶん政治家の人も、 行政の人も、 原子力安全保

安院の人も、 そんなことわからないんじゃないかなと思

うのです。

　もうひとつもどかしいのは内部被ばくというものを政府

が認めていないということ。 子どものいのちがこんなに

危険にさらされているということに、 なんで男の人たち

はこんなに鈍感なの！って、 今そのもどかしさ、 くやし

さが身体じゅうにあるんです。

　怒っていても仕方がないんですが、 その実感をひと

つひとつ説明してわかってもらえるようにしながら、 この

訴訟をたたかっていきたいと思います。 どうぞよろしく

お願いいたします。

加藤理子さん
常総生協理事

　龍ヶ崎市から参りました加藤理子と申します。 常総生

協の龍ヶ崎地区の理事をさせて頂いています。 わたし

は今回の福島第一原発の事故が起きるまで、 そこで

働く人たちが被ばくしなければ電気が生まれないこと、

動かせばどんどん出てくる核のゴミの問題など、 考えた

こともありませんでした。

　そしてひとたび事故が起きると、 人間の手ではコント

ロールできないことを知りました。 汚染された大地も元

にもどすことはできないし、 「被ばく」 というリスクを抱え

て生きなければいけないことも知りました。

　そんな状況の中で国は被害の事実を隠そうとし、 責

任も追及せず、 子どもたちに無用な被ばくを受け入れ

なければいけないことを押しつけてきました。

　目には見えないし、 感じない。 自分の子どもだけは

大丈夫なんじゃないか。 将来子どもの身体に何が起こ

るのか、 そんな恐ろしいことは考えたくない、 知りたく

ないと何度思ったことでしょう。 わたしは自分が弱い人

間だと知っているので、 途中で向き合うことをやめてし

まうかもしれない ・ ・ ・ 。

　でも、 逃げ出さずに向き合っていくためにも、 原告団

に手をあげました。

　わたしは子育てする上で、 自然の中で思いきり遊ぶ

時間を大切にしてきました。 裸ん坊でどろんこ遊び、

水たまりで泳いだり、 落葉をたくさん集めてプールにし

たり、 家庭菜園での野菜づくり ・ ・ ・ 。

　でもそれが今では危険なことになってしまいました。

本当に悲しくてたまりません。

　科学的なことはわかりません。 でも、 これ以上子ども

たちに、汚れた大地、水、海を残してはいけないと思っ

ています。 よろしくお願いします。

【5/27 東海第２原発運転差止訴訟　原告 ・ 賛同人 ・ 弁護士 　提訴前 決起集会】　

原告からの決意表明（１）　女性たちから
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【日時】　６月１１日 （月）　10:00 ～

【会場】　イーアスホール （イーアスつくば２Ｆフロア） ＴＸ研究学園駅下車 3分

ここ茨城で放射線被曝
や原発事故から子ども
達を守りたい

そんな一心で立ち上が
り頑張っている個人や
団体のママさんそして

それを後押ししてくれ
ている先輩お母さん達
との交流会をつくばで
開催します。

同じ想いの人達が繋がり

子ども達の未来と笑顔の為に今後どうしたら良いのかを

みんなで知恵を出し合い気軽に話しあいましょう。男性の参加も大歓迎です。

午後は研究学園駅周辺で初めてのお散歩パレードを予定レています。

昼食はお弁当をお持ちいただいても、イーアスでお求め頂いても大丈夫です。

注文も可能 (800 円より 事前に生協までご連絡下さい )。飲み物・おやつは用意させて頂きます。

【催しのご案内】　　　手をつなごう！原発止めたい女たち！

６．１１さようなら原発　つくば交流会＆パレード
【主催】 脱原発ネットワーク茨城　　　【共催】 常総生活協同組合　常陸２４条の会　

加藤由紀子さん
ひたちなか市

「あたらしい風　いちから」

　ひたちなか市の加藤由紀子と申します。 福島第一原発

事故のあとに放射能のことを心配するお母さんたちといっ

しょに 「あたらしい風、 いちから」 という団体をつくって活

動しております。

　わたしはこれまで原発について考えたことがありませんで

した。 近くにある東海第２原発についても、 その存在自体

を疑ったことがありませんでした。

　原発だけでなく、 政治のこと、 経済のこと、 すべてにお

いて、 専門家の人たちがやってくれるだろうとおまかせに

してきたのです。

　その無関心さのために、 わたしは去年の３月１５日、 放

射性物質が茨城方面に流れてきていたときに、 ３才だった

娘を外に連れ出してしまいました。

　親として、 まだ判断能力のない娘を守ることができなかっ

たことが、 本当に悔やまれますが、 そのことが、 今のわた

しの原動力になっています。

　福島第一原発事故を経験したことで、 原発がどんなに

危険な状態になっていても、 市民に知らされる情報は限

られていることや、 もうすでに子どもたちの世代になっても

処理しきれない放射性廃棄物がたくさんたまっていること、

それが東海村にも保管されていることを知りました。

　これは、 わたしたち大人のほとんどが、 今まで原発に無

関心だったことの結果だと思っています。

　やるべきことは、 原発の再稼働をゆるさず、 原発にたよ

らない社会をつくること、 そのために市民ひとりひとりが声

をあげつづけること、 それが大人の責任だと思っておりま

す。

　わたしは今やっと一歩を踏み出したばかりで、 わからな

いことばかりですが、 もうこれ以上、 子どもたちの世代にリ

スクを負わせたくない、 もうこれ以上子どもたちの環境を汚

したくない、東海第２原発はもちろん、すべての原発をちょっ

とでも動かしたくない、 という思いで、 娘のために、 子ども

たちのために、 微力ながらもがんばりたいと思っています。

　よろしくお願いします。
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【原発事故後の総代会　『脱原発決議』 から１年】　

被ばくを経験した住民として、 田畑海を汚染された生産者として

昨年の総代会での誓いを胸に


